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▲市ケ谷周辺の外掘

飯
田
橋
〜
赤
坂
見
附
の
江
戸
城
外
堀
跡

は
、
日
本
最
大
の
城
郭
都
市
で
あ
っ
た
江

戸
の
威
厳
を
示
す
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
時
代
の
近
代
化
以
降
の

再
開
発
な
ど
で
、
そ
の
保
存
と
活
用
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。史

跡
の
あ
る
千
代
田
区
・
港
区
・
新
宿

区
は
合
同
で
、
今
後
長
期
に
わ
た
る
外
堀

跡
の
保
存
・
整
備
・
活
用
の
あ
り
方
を
定

め
、
施
策
を
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
原
案

と
な
る
報
告
書
が
策
定
委
員
会
か
ら
３
区

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
区
や
専
門
の
枠
を
超
え
て
計
画

保
存
管
理
計
画
は
、
ひ
と
つ
の
自
治

体
で
定
め
る
の
が
通
常
で
す
。
し
か
し
、

江
戸
城
外
堀
跡
は
千
代
田
・
港
・
新
宿

の
３
区
の
区
界
に
あ
る
た
め
、
３
区
が

協
力
し
て
計
画
を
作
成
し
、
保
存
管
理

の
基
準
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

計
画
を
作
る
際
、
考
古
学
や
歴
史
だ

け
で
は
な
く
、
都
市
計
画
や
土
木
史
、

整
備
活
用
な
ど
の
専
門
家
も
交
え
て
策

定
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
ま
た
、

区
も
文
化
財
部
門
を
中
心
に
、
都
市
計

画
や
道
路
・
公
園
、
景
観
な
ど
の
部
署

が
協
力
し
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

■
歴
史
的
な
価
値
を
再
認
識

外
堀
跡
は
、
全
国
の
大
名
家
を
動
員

し
て
造
ら
れ
た
近
世
最
大
の
城
跡
を
示

す
文
化
財
で
す
が
、
歴
史
的
価
値
が
こ

れ
ま
で
十
分
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
都
心
の
貴
重
な
緑
と
水

辺
が
広
が
り
、
自
然
と
調
和
し
な
が
ら

歴
史
的
な
環
境
が
引
き
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
史

跡
が
江
戸
城
の
一
部
と
い
う
点
を
多
く

の
人
た
ち
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
、
大
都
市
東
京
の
歴
史
を
改

め
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。

■
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を
作
成

こ
の
計
画
で
は
、
外
堀
完
成
４００
年
を

迎
え
る
20
年
後
の
目
標
を
示
し
ま
し

た
。江

戸
城
外
堀
の
規
模
を
体
感
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
、
近
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
の
文
化
遺
産
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
る
地
域
は
歴
史
の
積
み
重
ね
を
大

切
に
し
て
、
史
跡
の
保
存
と
い
う
視

点
だ
け
で
な
く
整
備
活
用
の
方
針
も

示
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
は
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

と
一
体
と
な
っ
て
史
跡
内
の
環
境
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
、
千

代
田
区
は
、
展
示
室
の
活
用
促
進
や

ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
史
跡

江
戸
城
外
掘
跡
の
説
明
板
の
設
置
な

ど
を
行
い
ま
す
。
将
来
は
江
戸
城
跡

（
皇
居
）
や
常
盤
橋
門
跡
な
ど
江
戸

城
に
関
わ
る
文
化
財
と
と
も
に
江
戸

城
を
取
り
巻
い
て
い
た
外
堀
の
全
体

の
形
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
目
指
し
、

保
存
・
活
用
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
３
２
３
８
―
１
１
３
９

千
代
田
・
港
・
新
宿
の
３
区
で
設
置
し
た
史
跡
江
戸
城
外
堀
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員
会

（
委
員
長
・
新
谷

に
い
た
に

洋
二
東
京
大
学
名
誉
教
授
）は
、
外
堀
跡
保
存
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
ま

し
た
。

計
画
の
ポ
イ
ン
ト

千千千代代田田・・港港・・新新宿宿のの33区区共共同同でで
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「
ち
よ
だ
文
学
賞
」
と
「
ち
よ

だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」
の
受
賞
作

が
決
ま
り
、
３
月
２１
日
に
授
賞
式

を
行
い
ま
し
た
。

◇
ち
よ
だ
文
学
賞

大
賞
　
恵

め
ぐ
み

茉
美

ま

み

さ
ん
「
レ
ジ
ェ

ス
の
夜
に
」

優
秀
賞

咲
木

さ

き

よ
う
こ
さ
ん
「
山

川
さ
ん
は
鳥
を
見
た
」

佳
作

早
瀬
徹
さ
ん
「
獅
子
で
勝

負
だ
、
菊
三
」

受
賞
作
品
集
は
、
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
区
役
所
２
階
）、
三
省
堂
書
店

神
保
町
本
店
（
神
田
神
保
町
１
―

１
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
定
価

５００
円
）。

◇
ち
よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞

６
名
の
小
・
中
学
生
が
受
賞
し

ま
し
た
。

桑
原

く
わ
ば
ら

彩さ
い

さ
ん（
千
代
田
女
学
園
３

年
）「
花
火
の
夜
」、
八
尾

や

お

奈
々
子

さ
ん
（
九
段
中
等
教
育
学
校
１
年
）

「
月
祭
り
」
、
小
坂

こ

さ

か

理
紗
さ
ん

（
大
妻
中
学
校
３
年
）「
祭
の
夜
」、

石
川
映
梨

え

り

さ
ん
（
番
町
小
学
校
６

年
）「
き
つ
ね
祭
り
」、
円ま

ど

光
門

み
つ
も
ん

さ

ん
（
富
士
見
小
学
校
３
年
「
世
界

天
下
祭
」、
今
村
梨
子

り

こ

さ
ん
（
昌
平

小
学
校
３
年
）「
わ
た
あ
め
お
じ
さ

ん
」受

賞
作
品
集
は
、
九
段
生
涯
学

習
館
（
九
段
南
１
―
５
―
１０
）、
出

張
所
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所

２
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
第
３
回
「
ち
よ
だ
文
学
賞
」「
ち

よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」の
作
品

を
募
集
中

◇
ち
よ
だ
文
学
賞

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

応
募
作
品

日
本
語
で
書
か
れ
た

未
発
表
小
説
。
テ
ー
マ
・
ジ
ャ

ン
ル
は
自
由

応
募
規
格

手
書
き
は
不
可
。
４００

字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
１２０

枚
以
内

応
募
締
切

10
月
31
日
（金）
（
消
印

有
効
）

賞
金

大
賞
１
編
２００
万
円

選
考
委
員

坂
剛
さ
ん（
作
家
）、

唯
川
恵
さ
ん（
作
家
）、
堀
江
敏

幸
さ
ん（
作
家
）

発
表

平
成
21
年
３
月

◇
ち
よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
の
家
族
・
知
人
の
小
・

中
学
生

応
募
作
品

未
発
表
の
作
文
。
テ

ー
マ
・
ジ
ャ
ン
ル
は
自
由

応
募
規
格

４００
字
詰
原
稿
用
紙
に

換
算
し
て
小
学
生
は
１０
枚
程
度
、

中
学
生
は
２０
枚
程
度
。

応
募
締
切

10
月
31
日
（金）
（
消
印

有
効
）

賞
品

図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
は

１
万
円
・
中
学
生
は
３
万
円
相

当
）

選
考
委
員

栗
岩
英
雄
さ
ん
（
日

本
国
語
教
育
学
会
常
任
理
事
）

発
表

平
成
21
年
３
月

※
詳
し
く
は
、
区
立
施
設
等
で
配

布
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
２
回「
ち
よ
だ
文
学
賞
」「
ち
よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」

受
賞
作
が
決
定

▲牛込門跡

こ
の
原
案
を
も
と
に
、
３
区
は
計
画

を
ま
と
め
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
な
対

応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

1
３
２
３
８
―
１
１
３
９

史跡 江戸城外堀跡
（牛込門から赤坂門間）

史跡 江戸城外堀跡
（虎ノ門南側石垣）

特別史跡 江戸城跡

史跡 常盤橋門跡

台東区
文京区

千代田区

新宿区

港区

中央区
江東区

恵 茉美さん咲木ようこさん早瀬 徹さん
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平
成
２０
年
第
１
回
区
議
会
定
例
会

を
２
月
１５
日
か
ら
３
月
１１
日
ま
で
開

き
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
区

長
提
出
議
案
の
「
平
成
２０
年
度
千
代

田
区
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
４０
件
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
報
告
が
１
件
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案

の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
待
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」「
道
路
財

源
の
適
正
な
執
行
を
求
め
る
意
見

書
」「
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書
」の
３
件
を
可
決
し
、

他
の
２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
「
ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ

り
」
ま
た
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kugikai.city.chiyoda.

tokyo.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
務
職
員
課

1
５
２
１
１
―
４
２
３
４

区
議
会
事
務
局

1
５
２
１
１
―
４
２
９
７

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
第
４
号

※
市
街
地
再
開
発
や
社
会
資
本
等
整

備
、
地
域
福
祉
活
動
支
援
な
ど
の

基
金
積
立
金
に
関
す
る
予
算
で
す
。

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
第
１
号

※
被
保
険
者
の
療
養
給
付
に
関
す
る

予
算
で
す
。

▼
平
成
２０
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

予
算

▼
平
成
２０
年
度
千
代
田
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
予
算

▼
平
成
２０
年
度
千
代
田
区
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
２０
年
度
千
代
田
区
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

▼
平
成
２０
年
度
千
代
田
区
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
平
成
２０
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
広
報
千
代
田
３
月
３１
日
臨

時
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
千
代
田
区
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

※
地
球
温
暖
化
対
策
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
対
応
す
る
た
め
組
織

を
改
編
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

※
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
職
員

の
休
暇
制
度
や
妊
娠
出
産
休
暇
時

の
給
与
の
取
扱
い
を
改
め
る
条
例

で
す
。

▼
千
代
田
区
選
挙
長
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

※
投
票
立
会
人
を
、
半
日
ず
つ
交
代

で
行
う
場
合
の
報
酬
の
額
を
定
め

る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
一
部
の
衛
生
関
係
手
数
料
の
新

設
、
建
築
物
の
計
画
通
知
に
か
か

る
審
査
事
務
手
数
料
の
新
設
な
ど

に
関
す
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

※
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
に
関
す
る
事
務

を
一
定
の
範
囲
で
区
長
が
管
理
し

執
行
す
る
こ
と
を
定
め
る
条
例
で

す
。

▼
千
代
田
区
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
及
び
千
代
田
区
立
こ
ど
も
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
税
制
改
正
で
保
育
料
が
急
激
に
増

え
な
い
よ
う
特
例
措
置
を
設
け
、

二
人
以
上
の
子
ど
も
を
保
育
す
る

世
帯
の
保
育
料
を
軽
減
す
る
条
例

で
す
。

▼
千
代
田
区
次
世
代
育
成
に
係
る
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
妊
娠
中
の
健
診
費
用
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
誕
生
準
備
手
当
を

増
額
し
ま
す
。

▼
千
代
田
区
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
応
急
資
金
貸
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

※
学
校
教
育
法
改
正
に
合
わ
せ
、
規

定
を
改
め
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
発
足
に

合
わ
せ
、
保
険
料
を
改
定
す
る
ほ

か
、
税
制
改
正
に
よ
る
負
担
上
昇

を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

▼
千
代
田
区
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

※
保
険
給
付
項
目
の
追
加
や
保
険
料

率
の
特
例
を
定
め
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
徴
収

方
法
等
を
定
め
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
新
た
に
地
区
計
画
を
定
め
た
神
田

美
土
代
町
周
辺
地
区
、
神
田
錦
町

北
部
周
辺
地
区
の
建
築
物
の
制
限

を
定
め
る
条
例
で
す
。

▼
千
代
田
区
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
道
路
占
用
料
や
公
園
占
用
料
の
額

を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
職
員

の
休
暇
制
度
や
妊
娠
出
産
休
暇
時

の
給
与
の
取
扱
い
を
改
め
る
条
例

で
す
。

▼
千
代
田
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校

の
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
後
期
課
程（
高
校
相
当
）の
授
業
料

の
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
特
別
区
人
事
及
び
厚
生
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

※
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
の
た
め

の
経
費
を
、
区
の
一
般
財
源
か
ら

支
出
す
る
こ
と
に
改
め
る
も
の
で

す
。

▼
平
成
１９
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
第
５
号

▼
土
地
及
び
建
物
の
購
入
に
つ
い
て

※
九
段
中
等
教
育
学
校
施
設
用
と
し

て
、
都
立
九
段
高
校
の
土
地
と
建

物
を
購
入
す
る
予
算
と
、
購
入
の

た
め
の
議
案
で
す
。

▼（
仮
称
）障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

御
茶
の
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
新
築

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

御
茶
の
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
電
気

設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

御
茶
の
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
給
排

水
・
空
調
設
備
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

※（
仮
称
）障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

御
茶
の
水
キ
リ
ス
ト
の
教
会
建
設

工
事
の
請
負
業
者
と
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
４
件
）

※
金
丸
精
孝
さ
ん
、
久
保
田
富
三
郎

さ
ん
、
小
松
一
枝
さ
ん
、
杉
本
昭

子
さ
ん
を
人
権
擁
護
委
員
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も

の
で
す
。

▼
千
代
田
区
行
政
監
察
員
の
選
任
の

同
意
に
つ
い
て
（
２
件
）

※
職
員
等
公
益
通
報
制
度
で
通
報
を

受
け
調
査
に
あ
た
る
行
政
監
察
員

と
し
て
、
内
野
経
一
郎
さ
ん
、
内

山
忠
明
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
専
決

処
分
に
よ
り
和
解
し
た
件
に
つ
い

て
（
報
告
）

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
待
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書

▼
道
路
財
源
の
適
正
な
執
行
を
求
め

る
意
見
書

▼
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書

▼
自
衛
隊
イ
ー
ジ
ス
艦
と
漁
船
衝
突

事
件
の
真
相
究
明
な
ど
を
求
め
る

意
見
書

▼
米
兵
に
よ
る
暴
行
事
件
に
対
す
る

意
見
書

区
職
員
を
装
い
「
税
金
・
医
療

費
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
」
と

い
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
と
る
還
付

金
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。

手
口
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
区
職
員
を
装
う
詐
欺
グ
ル
ー
プ

か
ら
「
医
療
費
の
還
付
金
を
区

か
ら
入
金
し
ま
し
た
が
、
確
認

で
き
ま
し
た
か
」
と
電
話
が
あ

る
。

②
「
ま
だ
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
」

と
答
え
る
と
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ

は
「
そ
の
口
座
は
使
え
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
で

指
定
す
る
口
座
あ
て
に
振
込
み

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
使
え
る

か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
ん
だ
お
金
は
、
手
数
料

を
含
め
て
還
付
金
と
一
緒
に
返

金
し
ま
す
」
と
促
す
。

③
自
分
の
口
座
か
ら
指
定
さ
れ
た

口
座
へ
お
金
を
振
り
込
む
が
、

返
金
さ
れ
な
い
。

区
か
ら
、
税
金
や
医
療
費
を
還

付
す
る
と
き
に
、
職
員
が
「
振
込

み
」
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
区
役
所
に
確
認
す
る

か
、
お
近
く
の
警
察
署
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

（区）
税
務
課

1
５
２
１
１
―
４
１
９
０

（区）
保
険
年
金
課

1
５
２
１
１
―
４
２
０
４

（区）
安
全
生
活
課

1
５
２
１
１
―
４
２
５
１

麹
町
警
察
署

1
３
２
３
４
―
０
１
１
０

丸
の
内
警
察
署

1
３
２
１
３
―
０
１
１
０

神
田
警
察
署

1
３
２
９
５
―
０
１
１
０

万
世
橋
警
察
署

1
３
２
５
７
―
０
１
１
０

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

く

ら

し

の

安

全

安

心

・
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
健
康
づ
く
り
推
進
員

を
募
集
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

熱
意
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
２０
歳
〜
７０
歳
の

区
内
在
住
者
３０
名（
選
考
）

任
期

２
年
間

活
動
の
一
例

・
地
域
の
健
康
づ
く
り
支
援

・
区
が
主
催
す
る
健
康
づ
く
り

事
業
へ
の
参
加
・
協
力

・
健
康
づ
く
り
推
進
員
研

修
会
へ
の
参
加
な
ど

申
込
み

４
月
３０
日
（水）
ま

で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
９
面
参
照
）
で
生
活

衛
生
課
生
活
衛
生
係

（

1
３

２

９

１
―

３
６
４
３
6
３
２
９
１

―

３

６

４

７

●

seikatsueisei@
city.

ch
iy
od
a.lg
.jp

）へ
。

地
域
を
サ
ポ
ー
ト

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
募
集

第1回区議会定例会

平成２０年度予算が成立

区
長
提
出
議
案
等

議
員
提
出
議
案

▲AED講習会の様子
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中
小
企
業
の
福
利
厚
生
は
「
有
限
責
任

中
間
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ
」
に
お
任
せ
く

だ
さ
い
。

祝
い
金
・
見
舞
金
の
給
付
や
人
間
ド
ッ

ク
等
の
健
康
管
理
、
レ
ジ
ャ
ー
や
観
劇
の

チ
ケ
ッ
ト
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
会
社
や
お
店

の
方
は
、
福
利
厚
生
充
実
の
た
め
に
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
の
企
業
（
従
業
員
３００
人
以
下
）

の
事
業
主
と
従
業
員

会
費

入
会
金
２００
円
／
月
額
５００
円

※
会
費
は
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し

て
税
控
除
で
き
ま
す
。

主
な
事
業

・
給
付
事
業
（
結
婚
・
入
学
祝
金
、
見
舞

金
、
弔
慰
金
等
）

・
主
催
事
業
（
各
種
ツ
ア
ー
、
セ
ミ
ナ
ー
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等
）

・
チ
ケ
ッ
ト
あ
っ
せ
ん
販
売
（
観
劇
、
グ

ル
メ
券
、
展
覧
会
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
等
）

・
健
康
管
理
事
業
（
健
康
診
断
、
人
間
ド

ッ
ク
、
入
浴
施
設
等
）

宿
泊
割
引
契
約
施
設
や
商
品
購
入
等
割

引
契
約
施
設
が
多
数
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

有
限
責
任
中
間
法
人
ゆ
と
り
ち

よ
だ
　
　
　
1
３
２
９
４
―
８
５
５
８

http://w
w
w
.yutori-chiyoda.net

区
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
働
し

て
政
策
を
進
め
る
た
め
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
に
関
す
る

政
策
提
案
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
３
件
の
提
案
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
１
件
の
事
業
化
を
決
定
し
ま

し
た
。

団
体
名

あ
そ
ん
で
学
ぶ
環
境
と
科
学

倶
楽
部

内
容

電
気
式
の
エ
コ
ボ
ー
ト
に
乗
り
、

日
本
橋
川
と
神
田
川
を
巡
り
ま
す
。

水
質
・
水
辺
環
境
や
歴
史
、
治
水
対

策
の
仕
組
み
な
ど
を
学
び
、
環
境
保

全
へ
の
意
識
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ

制
度
＝
区
民
商
工
課
地
域
協

働
主
査
　

1
５
２
１
１
―
４
１
８
０

事
業
内
容
＝
環
境
・
温
暖
化
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

※
参
加
申
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
千
代
田
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

防衛省

雙葉
学園

広　　告

社
員
の
福
利
厚
生
を
支
援

ゆ
と
り
ち
よ
だ
に
加
入
を

■
商
工
融
資
あ
っ
せ
ん

区
は
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
化
の
た

め
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
＝

下
図
表
参
照
＝
。
設
備
関
係
資
金
を
除
き
、

申
込
み
は
事
前
予
約
制
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
経
営
相
談

経
営
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
診
断
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
予
約
制
）。

問
合
せ

区
民
商
工
課
商
工
融
資
係

1
５
２
１
１
―
４
３
４
４

商
工
融
資
あ
っ
せ
ん
と

経
営
相
談
の
ご
利
用
を

中
小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

責任共有制度［対象］資金：8割保証

責任共有制度［対象外］資金：全額保証

※１～３と９の資金を両方利用する場合、同じ名称の資金については、双方の申込み金額の合計が１～３の資金の限度額以内となります。
　（例：営業資金と小口資金の営業資金は代表者区分が区民の場合、合わせて１,２００万円が利用限度額になります）
＊小口資金を利用できる方は、従業員が２０人（卸売業・小売業・サービス業は５人）以下で、今回の申込分を含め保証付融資残高が1,２５０万円以下の企業または個人事業者です。
　なお、小口資金は融資期間（設備資金は１２か月・他は６か月）により返済方法を一括返済にすることができます。

資　金　名 資金使途 融資限度額 名目利率 利率補給率 本人負担率 融資期間 保証料
補　助

返済
方法

代表者
区　分

区民 １,２００万円

１,４００万円

１,５００万円

１.０％ １.６％以下

１.６％以下

－

－

－

－

－

－

－

６年以内
(据置期間６か月を含む）

７年以内
(据置期間１２か月を含む）

７年以内
(据置期間１２か月を含む）

５年以内
(据置期間６か月を含む）

５年以内
(据置期間６か月を含む）

５年以内
(据置期間６か月を含む）

６年以内
(据置期間１２か月を含む）

０.４％ ２.２％以下

２.２％以下
１.０％

０.４％

２.０％ ０.６％以下

０.７％ １.９％以下

０.７％ １.９％以下

２.０％ ０.６％以下

２.１％ ０.５％以下

０.８％ １.８％以下

２.１％ ０.５％以下

０.８％ １.８％以下

０.７％ １.９％以下

２.６％
以下１,０００万円

１,０００万円

３,０００万円

５００万円

１,１００万円

６００万円

４５０万円

９００万円一般
区民

一般
区民

一般
区民

一般
区民

一般
区民

一般

営 業 資 金

設 備 資 金

小規模企業
特 別 資 金

買掛金決済などの事業 
経営上必要な資金

店舗の改修･機械の設
置などの資金

上記の営業・設備資金
の用途

事業を転換または多角
化するための資金

食品小売業を営む方が 
利用できる運転資金

ＩＳＯ認証取得・アスベス
ト対策工事等の資金

共同事業・設備のため
の資金

事業転換 ･
多角化資金

食品小売業
特 別 資 金

環 境 対 策
特 別 資 金

団 体 資 金

元
金
均
等
割
賦
返
済

資　金　名 資金使途 融資限度額 名目利率 利率補給率 本人負担率 融資期間 保証料
補　助

返済
方法

区民 ２,５００万円

１,０００万円

６００万円

１.９％ ０.６％以下

－

－

－

－

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

７年以内
(据置期間１２か月を含む）

６年以内
(据置期間６か月を含む）

７年以内
(据置期間１２か月を含む）

５年以内
(据置期間６か月を含む）

０.７％ １.８％以下

０.９％ １.６％以下

０.４％ ２.１％以下

０.９％ １.６％以下

０.７％ １.８％以下

０.４％ ２.１％以下

１.９％ ０.６％以下

２.５％
以下

４５０万円

８００万円

１,２００万円

９００万円

１,０００万円一般
区民

一般
区民

一般
区民

一般

起 業 資 金

営業資金

設備資金

小規模企業
特 別 資 金

起業するための資金

買掛金決済などの事業 
経営上必要な資金

店舗の改修･機械の設
置などの資金

上記の営業・設備資金
の用途

元
金
均
等
割
賦
返
済

小
口
資
金 

＊

９

８

１

２

３

４

５

６

７

代表者
区　分

都
心
の
水
辺
で
エ
コ
ツ
ア
ー

区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
事
業
決
定
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今
回
は
、
住
ま
い
の
省
エ
ネ

対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

室
内
の
快
適
さ
を
損
な
わ
な

い
で
日
々
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
削
減
す
る
に
は
、
断
熱
性

能
を
上
げ
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

例
え
ば
、
窓
を
複
層
ガ
ラ
ス

な
ど
に
し
て
断
熱
化
す
る
こ
と

で
、
室
内
の
快
適
性
が
増
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

身
近
な
断
熱
の
例

①
カ
ー
テ
ン
を
上
手
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

床
ま
で
伸
び
る
厚
手
の
遮
光

性
カ
ー
テ
ン
を
使
う
と
断
熱
性

が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
天
気

の
良
い
日
は
暖
か
な
日
差
し
を

入
れ
る
と
室
内
が
暖
ま
り
ま
す
。

②
窓
ガ
ラ
ス
の
断
熱
効

果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

複
層
ガ
ラ
ス
や
遮
熱

コ
ー
ト
ガ
ラ
ス
の
使
用

で
、
断
熱
効
果
が
大
幅

に
高
め
ら
れ
ま
す
。

③
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育

て
ま
し
ょ
う
。

つ
る
性
の
植
物
を
ベ

ラ
ン
ダ
に
は
わ
せ
る
な

ど
、
緑
化
を
行
う
こ
と

で
夏
の
日
射
を
や
わ
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖

化
対
策
課
地
球
温
暖
化
対
策

係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

4

◇
住
ま
い
編
◇

区
は
、
生
活
環
境
条
例
で
「
路
上

禁
煙
地
区
」（
※
）を
指
定
し
、
路
上

で
の
喫
煙
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を

禁
止
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。新

た
に
指
定
し
た
地
区
＝
下
図

表
＝
で
、
４
月
１
日
か
ら
条
例
違
反

に
対
し
て
罰
則
の
適
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

指
定
地
区
内
で
路
上
喫
煙
や
吸
い

殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
場
合
は
、
２

千
円
の
過
料
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
た
に
指
定
し
た
地
区
周
辺
は
す

で
に
「
路
上
禁
煙
地
区
」
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

※
路
上
禁
煙
地
区

路
上
で
の
喫
煙

や
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い
る
地

区
問
合
せ

安
全
生
活
課
生
活
環
境
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
２

スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター

新たに指定した
路上禁煙地区

飯
田
橋
・
富
士
見
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
は
、
こ
の
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
具
体
的
に
実

践
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

区
民
や
事
業
者
等
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
間

４
月
７
日
（月）
〜

５
月
６
日
（休）

募
集
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:

//w
w
w
.city
.ch
iy
od
a.lg
.jp
/

m
e
n
u
/
0
2
/
m
0
0
1
0
4
0
1
.

htm
l

）
を
ご
覧
の
上
、
メ
ー
ル

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
ま
ち
づ
く
り
担
当

課
　

1
５
２
１
１
―
３
６
１
７

6
３
２
６
４
―
４
７
９
２

chiikim
achizukuri@

city.

chiyoda.lg.jp

区
民
（
会
）
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
、
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド

プ
ラ
ザ
等
の
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が

新
し
く
な
り
、
６
月
の
利
用
分
か
ら

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
か
ら
も
空
室
状

況
の
照
会
や
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
現
在
の
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

各
施
設
の
窓
口
や
電
話
で
の
予
約
も

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

千
代
田
区
総

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

施
設
案
内

（
施
設
予
約
）→

【
施
設
の
予

約
・
照
会
に
、
公
共
施
設
利
用
シ

ス
テ
ム
が
ご
利
用
で
き
ま
す
】
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
で
の
予
約
受
付
等
の

開
始
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

空
室
状
況
照
会

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
、
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ

ド
プ
ラ
ザ
、
和
泉
小
学
校
＝
４
月

２５
日
（金）
〜
②
区
民（
会
）館
＝
５
月

１
日
（木）
〜

予
約
受
付

５
月
６
日
（休）
〜

※
い
ず
れ
も
６
月
利
用
分
か
ら
に
な

り
ま
す
。

パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
予
約
す
る
場
合
は
、
施
設

窓
口
で
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
が
必

要
で
す
。
現
在
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
も
、
新
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
際
、
変
更
の
手
続
き
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

区
民
館町

出
張
所
　
　
　

1
３
２
６
３
―
３
８
３
１
　

富
士
見
出
張
所

1
３
２
６
３
―
３
８
４
１

神
保
町
出
張
所

1
３
２
６
３
―
０
７
４
１

神
田
公
園
出
張
所

1
３
２
５
２
―
７
６
９
１

万
世
橋
出
張
所

1
３
２
５
１
―
４
６
９
１

和
泉
橋
出
張
所

1
３
２
５
３
―
４
９
３
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等

町
小
学
校
（
麹
町
出
張
所
受
付
）

1
３
２
６
３
―
３
８
３
１

昌
平
童
夢
館

1
３
２
５
１
―
５
６
４
１

神
田
さ
く
ら
館

1
３
２
５
６
―
６
０
６
１

ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
・

和
泉
小
学
校
（
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ

イ
ド
プ
ラ
ザ
受
付
）

1
３
８
６
４
―
８
９
３
１

区
民
館
等
の
ネ
ッ
ト
予
約

携
帯
サ
イ
ト
に
も
対
応

４月から過料の適用開始

新たに指定した
路上禁煙地区で

次
の
都
市
計
画
案
を
縦
覧
で
き

ま
す
。
区
民
・
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
中
、
区
長
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
案
の
種
類
・
名
称

東

京
都
市
計
画
地
区
計
画
　
神
田

駿
河
台
東
部
地
区
地
区
計
画
の

決
定

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間

４

月
７
日
（月）
〜
２１
日
（月）
８
時
３０
分

〜
１７
時
（
土
・
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
・
意
見
書
の
提
出
先

都
市
計
画
課
（
区
役
所
５
階
）

ま
た
、
次
の
都
市
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。

都
市
計
画
の
種
類
・
名
称

東
京

都
市
計
画
地
区
計
画
（
区
決
定
）

①
神
田
美
土
代
町
周
辺
地
区
地
区

計
画

②
神
田
錦
町
北
部
周
辺
地
区
地
区

計
画

都
市
計
画
決
定
日

３
月
７
日
（金）

―
い
ず
れ
も
―

問
合
せ

都
市
計
画
課
都
市
計
画

主
査
1
５
２
１
１
―
３
６
１
０

都
市
計
画
案
の
縦
覧
と

都
市
計
画
決
定

淡
路
町
二
丁
目
西
部
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
計
画
を
縦
覧
で
き

ま
す
。

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に

関
係
の
あ
る
土
地
ま
た
は
そ
の
土

地
に
定
着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権

利
を
有
す
る
方
は
、
都
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
期
間

４
月
１４
日
（月）
〜
２８
日

（月）
８
時
３０
分
〜
１７
時
（
土
・
日

を
除
く
）

縦
覧
場
所

都
市
計
画
課
（
区
役

所
５
階
）

意
見
の
提
出
先
・
方
法

４
月
３０

日
（水）
〜
５
月
１４
日
（水）
に
、
件

名
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

意
見
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は
直

接
（都）
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備

部
民
間
開
発
課
（
〒
１６３
―
８０１１
新

宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１
都
庁

１９
階
）へ
。

問
合
せ

（区）
開
発
担
当
課
開
発
主

査
　
1
５
２
１
１
―
３
６
１
９

淡
路
町
二
丁
目
西
部
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
計
画
の
縦
覧

武
蔵
野
大
学
と
協
働
で
「
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
専
門
家
養
成
講
座

〜
社
会
人
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
事

業
〜
」
を
行
い
ま
す
。

と
き

５
月
１４
日
（水）
〜
９
月
２５
日
（木）

の
毎
週
水
曜
・
木
曜
の
19
時
〜
20

時
30
分

会
場

千
代
田
女
学
園
（
四
番
町
１１
）

対
象

１８
歳
以
上
の
方
３５
名
（
選

考
・
区
内
在
住
者
優
先
）

講
座
内
容

環
境
経
営
規
格
論
、
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
、監
査
技
術
、

環
境
監
査
実
習
な
ど

申
込
み

４
月
２８
日
（月）
ま
で
に
環

境
・
温
暖
化
対
策
課
地
球
温
暖
化

対
策
係（
区
役
所
５
階
）、
出
張
所
、

九
段
生
涯
学
習
館（
九
段
南
１
―

５
―
１０
）、
図
書
館（
区
役
所
９
階
）

で
配
布
の
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
地

球
温
暖
化
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

武
蔵
野
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
usashino-u.ac.jp

e_off1@
m
usashino-u.ac.jp

飯田橋・富士見地域
まちづくりガイドライン案に

ご意見を

環境マネジメント
推進専門家養成講座

受講者募集
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病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安

心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
た
め
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
健
康
保

険
」
で
す
。
区
に
住
ん
で
い
る
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
と
７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
れ
ば

６５
歳
）
以
上
の
方
を
除
き
、
す
べ
て

区
の
「
国
民
健
康
保
険
」
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
れ
ば
６５

歳
）
以
上
の
方
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
に
な
り
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
国
や
都
、
区

の
支
出
金
の
ほ
か
、
加
入
者
（
被
保

険
者
）
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
を
受
診

し
た
と
き
に
負
担
す
る
割
合
は
、
加

入
者
の
自
己
負
担
が
２
〜
３
割
＝
図

表
１
＝
で
す
。

■
国
保
の
手
引
き
を
送
り
ま
す

「
ち
よ
だ
く
国
保
の
て
び
き
」＝
写

真
左
下
＝
を
４
月
中
旬
に
送
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
給
付
も
忘
れ
ず
に
申
請
を

入
院
中
の
食
事
代
の
一
部
負
担
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
の
出
産
育

児
一
時
金
（
３５
万
円
）、
亡
く
な
っ

た
と
き
の
葬
祭
費
（
７
万
円
）
等
の

給
付
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

平
成
２０
年
度
の
保
険
料
率
が
決
ま

り
ま
し
た
。
年
間
の
保
険
料
は
、
均

等
割
と
所
得
割
（
医
療
分
＋
支
援
金

分
）
を
合
算
し
た
金
額
＝
図
表
２
＝

に
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
は
６
月
中
旬
に
通
知

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
そ

の
年
度
の
住
民
税
を
も
と
に
計
算
し

ま
す
。
６
月
上
旬
に
住
民
税
額
が
決

定
し
た
後
、
年
間
の
保
険
料
額
を
計

算
し
て
６
月
中
旬
ご
ろ
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

世
帯
の
加
入
者
全
員
が
６５
歳
以
上

で
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
が
１０
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に

お
知
ら
せ
を
同
封
し
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
め
る
期
間

保
険
料
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
す

る
納
付
書
（
１０
期
分
）
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は

加
入
し
た
月
か
ら
、
や
め
た
月
の
前

月
ま
で
の
分
を
納
め
ま
す
。
手
続
き

を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
め
忘
れ
が
な
く
、
毎
月
金
融
機

関
に
行
く
手
間
も
か
か
ら
な
い
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
引
落
し
は
毎
月
末
日
（
金
融
機
関

休
業
日
の
と
き
は
翌
営
業
日
）
で

す
。

希
望
者
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

災
害
に
あ
っ
た
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
情
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収
を
猶
予
し

た
り
減
額
や
免
除
し
た
り
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
の
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
と
き
に
、

保
険
料
の
均
等
割
額
を
減
額
す
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
す
る
と
保
険
証
は
返
還
に

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
も
な
く

１
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
方
は
、
保

険
証
を
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

の
代
わ
り
に
「
資
格
証
明
書
」
を
交

付
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
か
か
る
と

き
は
、
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
日
、
申
請

で
保
険
給
付
分
を
返
金
し
ま
す
。

特
定
健
診
は
、
４０
歳
〜
７４
歳
の
方

を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目

し
た
内
容
の
健
診
で
す
。
健
診
の
結

果
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
方
に
は
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

５
月
以
降
、
受
診
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

加
入
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象

申
込
日
現
在
、
４０
歳
〜
７４

歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

保
険
料
の
未
納
が
な
い
方

利
用
方
法

保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
発
行
さ
れ
た
利
用
券
を

施
設
窓
口
に
提
出
し
、
利
用
料

か
ら
補
助
額
を
差
し
引
い
た
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助

区
が
指
定
す
る
区
内
の
医
療
機

関
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
）
を

受
け
た
と
き
、
２
万
円
を
補
助
し

ま
す
（
年
度
内
１
回
）。

■
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
補
助

区
が
指
定
す
る
区
内
の
施
術
所

で
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
た
と
き
、
１
回
１
千
円

を
補
助
し
ま
す
（
年
度
内
２４
回
ま

で
）。

■
区
営
プ
ー
ル
利
用
補
助

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
昌
平
童

夢
館
、
神
田
さ
く
ら
館
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
一
番
町
、
ち
よ
だ
パ
ー

ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
、
麹
町
小
学
校

の
各
施
設
を
利
用
し
た
と
き
、
１

回
に
つ
き
全
額
（
２
時
間
４００
円
）

を
補
助
し
ま
す
（
年
度
内
６
回
ま

で
）。

※
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
保

養
施
設
の
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て

い
ま
す
。

国
内
の
旅
行
等
で
病
気
や
け
が

を
し
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

費
全
額
を
自
己
負
担
し
た
と
き

は
、
必
ず
領
収
書
と
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
明
細
書
）
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
世
帯
主

か
ら
の
申
請
で
、
支
払
っ
た
医
療

費
（
保
険
単
価
に
換
算
し
た
額
）

の
７
〜
８
割
を
払
い
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

海
外
に
お
出
か
け
の
方
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健健
康康
なな
生生
活活
をを
支支
ええ
るる

国国
民民
健健
康康
保保
険険

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
1
５
２
１
１
―

４
２
０
４

国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み

■
退
職
し
た
と
き

勤
務
先
を
退
職
し
て
、
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
方
や
そ
の
扶

養
家
族
の
方
は
、
区
の
「
国
民
健

康
保
険
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
国
民
健
康
保

険
の
加
入
月
（
退
職
の
翌
日
を
含

む
月
）
か
ら
納
め
ま
す
の
で
、
手

続
き
が
遅
れ
る
と
加
入
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
（
最
長
２
年
間
）
納

め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間
の
医
療

費
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

※
退
職
後
も
職
場
の
健
康
保
険
に

任
意
継
続
加
入
す
る
方
（
手
続

き
は
資
格
喪
失
日
か
ら
２０
日
以

内
）
は
、
国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

■
就
職
し
た
と
き

就
職
し
て
、
新
た
に
勤
務
先
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。
勤
務
先
は
区（
国
民
健

康
保
険
）に
連
絡
を
し
ま
せ
ん
。

自
分
で
や
め
る
手
続
き
を
し
な
い

と
、
加
入
し
た
ま
ま
と
な
り
保
険

料
を
二
重
に
納
め
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
証
で
診

療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
、
後

日
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
の
一
部
の
方
が
就
職
し
た

と
き
も
、
同
じ
手
続
き
が
必
要
で

す
。こ

れ
ら
の
手
続
き
を
含
め
、
転

出
入
し
た
と
き
、
世
帯
主
・
氏
名

を
変
更
し
た
と
き
な
ど
は
１４
日
以

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
＝

図
表
３
＝
。

手
続
き
は
１４
日
以
内
に

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
を

平
成
２０
年
度
の
保
険
料

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
各
種
保
険
事
業旅

先
で
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き

▼図表3  こんなときは必ず手続きを

こんなとき

区に転入してきたとき

外国人登録をしたとき（短期滞在者を
除く）

職場の健康保険をやめたとき※

職場の健康保険に入ったとき※

保険証を紛失したとき

世帯主・氏名が変わったとき、区内で住
所が変わったとき、世帯の合併・分離の
とき

※世帯主が職場の健康保険等に加入している場合は、別途必要な書類があります。

生活保護を受けるようになったとき

死亡したとき

勤務先の保険証、国民健康保険証

国民健康保険証、はんこ、葬儀の領収
書等

保護開始決定通知書、保険証、はんこ

はんこ、保険料領収書、運転免許証
等本人確認できるもの

保険証、はんこ

子どもが生まれたとき

区から転出するとき

外国人で区外に転出するとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証、パスポート

職場の健康保険をやめた証明書、はん
こ

母子手帳、はんこ

保護廃止決定通知書、はんこ

保険証

保険証、外国人登録証

必要なもの

加

入

す

る

場

合

や

め

る

場

合

そ

の

他

▼図表１  医療機関の窓口で支払う自己負担割合

年　齢

０～５歳（小学校入学前）

６～６９歳

２割※

３割※

２割

３割

７０歳～
７４歳

一般

一定以上所得者

（平成２１年３月までは１割）

※中学生までの子どもの医療費（保険適用分）は、区が助成
　します（入院時食事代は除く）。

自己負担割合

▼図表2  平成20年度国民健康保険料の保険料率

所得割
（平成20年度住民税額の）

均等割
（一人あたり）

賦課限度額
（世帯あたり）

医 療 分

支援金分

計

※後期高齢者医療制度の創設で、基礎分は「医療分」と「後期
　高齢者支援金分」の合算となります。
※介護分は、４０歳から６４歳までの加入者（介護保険第２号被
　保険者）だけで計算します。

１００
９０

３６，９００円

２８，８００円

８,１００円

１１，１００円

５９万円

１２万円

４７万円

９万円介護分

１００
２７

１００
１１７

１００
１０

基
礎
分

特
定
健
診
の
受
診
券
を
送

り
ま
す



喫茶店でおいしいお茶を飲みな
がらおしゃべりしましょう。当日
直接会場へ。
とき ４月１５日（火）午後３時～４時
※以後毎月第３火曜に開催。都合
のよいときにご参加ください。
会場 オーガニック緑茶カフェ
「茶空楽（ちゃくうら）」(神田司
町２－２・神田公園区民館隣)
対象 おおむね６５歳以上の方
参加費 １回５００円（洋菓子とコーヒ
ーまたはお茶代)
問合せ 社会福祉協議会

1５２８２－３７１１
6５２８２－３７１８

ｃｙｄ-ｓｈａｋｙｏ＠ａｇ.ｗａｋｗａｋ.ｃｏｍ

６５歳以上の区内在住者に平成２０
年度の介護保険料の通知を４月中旬
に送りますので、ご確認ください。
問合せ 高齢介護課介護保険係

1５２１１－４２２４

満７０歳以上の都民は、都バス・都
営地下鉄・都内民営バス等を利用
できる「東京都シルバーパス」を
購入できます。有効期間は発行日
から９月３０日（火）までです。
申込方法 最寄りのシルバーパス
取扱いバス営業所または都営地下
鉄定期券発売所へ。
費用 ①区市町村民税が「非課税」
の方＝１,０００円②平成２０年度は区
市町村民税が課税であるが平成
１７年度は非課税の方＝１,０００円（平
成２０年度経過措置）③区市町村民
税が課税の方＝１０,２５５円、必要書
類等詳しくは、お問い合わせくだ
さい。
問合せ （社）東京バス協会

1５３０８－６９５０

シルバー人材センターは、公的
な団体として、次のような事業を
行っています。ぜひご利用くださ
い。
資格取得等支援事業 資格や技能
を身に付けシルバー人材センター
の会員になって仕事をしたい方
は、受講料などの助成金が受けら
れます。詳しくは、お問い合わせ
ください。
洋服のリフォーム 簡単なアイロ
ン掛け、ボタン付けなどを無料で
行っています。
受付 毎週月・水・金曜午前１１時３０分
～午後５時３０分
■ヨーガ教室
とき 毎週水曜午後２時～３時３０分
会場 シルバー人材センター（西
神田１－３－４）
会費 月３,０００円

―いずれも―
問合せ 千代田区シルバー人材セ
ンター　　1５２８２－３７２１

6５２８２－３７２０
http：//ｗｗｗ.ｓｊｃ.ｎｅ.ｊｐ/
ｃｈｉｙｏｄａｋｕ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ

No. 1229 20.4.5（6）区役所の代表電話　3264ー2111

▲創作和紙アートワークショップ

（九段生涯学習館）

高齢者センターは、６０歳以上の区
内在住者が健康で楽しい毎日を過
ごせるよう、生きがいや仲間づく
りを目的に、さまざまな催しや講
習会を行っています。まずは一度
見学してみませんか。
問合せ 高齢者センター（神田神
保町２－２０1３２６５－３９８１）
へ。

年間１６回の講演会や社会見学など
を行う高齢者大学の説明会を開催
します。通年受講者の登録も行い
ます。当日直接会場へ。
とき ４月１１日（金）午後１時３０分～
会場 高齢者センター４階集会室
対象 ６０歳以上の区内在住者
※受講希望で説明会に参加できな
い方は４月１６日（水）までに直接高齢
者センターへお申し込みくださ
い。
■開講記念講演会
とき ４月１８日（金）午後１時３０分～
２時３０分
会場 高齢者センター４階集会室
定員 ８０名（申込順）
※どなたでも参加できま
す。
内容 「こころを
動かす言葉」加
賀美幸子（かが
みさちこ）さん
（アナウンサー)
＝写真＝
申込み 電話または
直接高齢者センター（神田神保町
２－２０1３２６５－３９８１）
へ。

ふれあいサロンで
お茶飲み仲間を

高齢者センター　ご利用を

心と身体の健康を維持するため
にいろいろな教室＝下表＝に参加
してみませんか。

６５歳以上の区内在住者が対象で
す。申込みは、前日までに電話で
各高齢者在宅サービスセンターへ。

介護予防教室のお知らせ

平成２０年度の
介護保険料をお知らせ

会場 プログラム 定員

１５名

１５名

１５名

１５名

１５名

１５名

２０名

２０名

１５名

２０名

２０名

３０名

２０名

１０名

一番町高齢者在宅
サービスセンター
（一番町１２いきいきプ
ラザ一番町内）
1３２６５－６１３１

西神田高齢者在宅
サービスセンター
（西神田１－３－４）
1５２８２－３７１５

岩本町高齢者在宅
サービスセンター
（岩本２－１５－３ほほえ
みプラザ内）
1５８２５－３４０７

フェルデンクライスメソッド（自然な動きを取り戻す
ために、心地よい小さな動きでからだを刺激します）
（毎月第２・４火曜午前１０時～正午）

カンツォーネを聴こう、歌おう、発声しよう
（毎月第４土曜午前１０時～正午）

音楽運動療法（毎月第２・４木曜午前１０時～正午）
※４月の第２木曜はありません。

ハッスル体操教室
（毎週月曜午後１時３０分～２時３０分）

心肺機能強化、叙情歌（じょじょうか）を唄おう
（毎月第２～５木曜午後１時３０分～２時３０分）
絵手紙教室
（毎月第１木曜午後１時３０分～３時）

ほほえみヨガ教室
火曜コース（午前１０時３０分～正午）
金曜コース（午後１時３０分～３時）※第５は除く。

カラオケ教室（毎月第１・２・３水曜午後１時３０分～３時）

書道教室（毎月第２・４木曜午後１時３０分～３時）

太極拳（毎月第１・３・５水曜午後１時３０分～３時）

スポーツ吹矢（毎月第１・３火曜午後１時３０分～３時）

うた声サロン（毎月第２・４月曜午後１時３０分～３時）

倶楽部いわもと（毎月第２・３・４木曜午後２時～３時）

詩吟教室（毎月第２火曜午後１時３０分～３時）
※５月は、第４火曜

高齢者大学の説明会

東京都シルバーパス

平成２２年３月３１日までに各家
庭に住宅用火災警報器を設置す
ることが義務付けられます。区
は、次に該当する区内在住者を
対象に、無料で火災警報器を設
置します。
対象 ６５歳以上のひとり暮らし
高齢者または高齢者のみ世
帯／ひとり暮らし障害者また
は障害者のみの世帯（身体障害
者・知的障害者・精神障害者）
※高齢者と障害者の両方に該当
する場合は、高齢介護課にお
申し込みください。
※公営住宅（区営・都営等）居
住者は除きます。民間賃貸住

宅は、家主の承諾が必要です。
※設置を決定した高齢者世帯に
は、アンケートの回答をお願い
します。
申込み　高齢者＝申請書（申込み
場所で配布）を高齢介護課（区
役所３階1５２１１－４２２０）、
町・神田の両地域包括支援セ

ンターまたは出張所へ（郵送
可）。

障害者＝生活福祉課（1５２１１
－４２１４6３２６４－０９２７）
から対象者へ郵送で希望調査
を行います。希望者宅を区職
員が訪問調査し、設置の可否
を決定します。

ひとり暮らし高齢者・障害者の方へ

火災警報器設置に助成

シルバー人材センター
資格取得をお手伝い

１度起こすと繰り返しやすい
転倒。介護予防のためには早め
に対策をとることが大切です。
転倒しやすい人は、足の筋力

が低下している、からだのバラ
ンスのとり方が悪い、歩幅が狭
く歩き方が弱々しいなどの特徴
があります。また、転倒がきっ
かけで「恐くて外出を控えるよ
うになった」という方も多く、
筋力の低下で自信をなくし、ま
すます動かなくなるという悪循
環になってしまいます。立つ、
座る、歩く、階段を昇り降りす
るなどの基本的な日常生活には
筋力が必要です。下半身の筋力

を意識的に鍛える体操や運動を
毎日の生活の中に取り入れまし
ょう。歩くことは骨に刺激を与
えて骨粗しょう症の予防に役立
つだけでなく脳を活性化し、認
知症の予防にもなります。
区では、区内８か所でシルバ

ートレーニングスタジオを開催
しているほか、在宅サービスセ
ンターでは、だれでも利用でき
る介護予防事業を行っています。
詳しくは、お問い合わせくださ
い。
高齢介護課介護予防係

1５２１１－４２２２

介 護 予 防 コ ー ナ ー

転倒防止に毎日運動を
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入園・入学・進級おめでとうゲーム会
入園や入学を祝いゲーム会などを行

います。どなたでも参加できます（就
学前のお子さんは保護者同伴で）。当
日直接会場へ。
４月１５日（火）＝神田児童館（１４時～
１５時・外神田３－４－７1３２５３－
６０２１）／１６日（水）＝富士見児童館（１４
時～１５時・富士見２－３－６1３２６２－
１０４０）／２３日（水）＝西神田児童センタ
ー（１４時～１５時・西神田２－６－２1

５２１５－９０６２）・いずみこどもプラザ
（１４時～１６時・神田和泉町１1３８６５
－１４６１）・一番町児童館（１４時３０分
～・一番町１０1３２３０－０８６６）・四番町
児童館（１４時４５分～１６時・四番町１１
1３２３４ー３０８４）

区は、次に該当する児童・生徒に給
食費や学校用品等を援助しています。
区立学校へ通学している方には、学

校を通じてお知らせします。区外の学
校へ通学する該当者はお問い合わせく

▲フランス料理を楽しむ（昌平小学校）

児童センター・児童館・
こどもプラザ

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

給食費や学校用品の援助

ださい。
対象 次のすべてに該当する方
①区内在住
②国公立の小・中学校・中等教育学校
（前期課程）の児童・生徒
③生活保護受給者またはこれに準ずる
方
こども総務課学務係 1５２１１－４２８４

ベビーオイルを使った赤ちゃんへの
マッサージと手話で赤ちゃんとコミュ
ニケーションをとるベビーサインを体
験できます。
４月１１日（金）１３時３０分～（ベビーマ

ッサージ）／１４時１５分～（ベビーサイ
ン）、富士見区民館（富士見１－６－
７）、１か月～１歳６か月の赤ちゃん
と母親３０組程度（申込順）、持ち物＝バ
スタオル・赤ちゃんの飲み物、費用＝
５００円（両方参加も同額）、前日までに

青少年委員会は「ひがた」をテー
マにしたプログラムを開催します。
１滴の水が川の上流から大きな流

れとなって海に流れ込みひがたを作
るまでを、１年間で楽しく学びます。
とき・内容 下図表のとおり
場所 盤州

ば ん ず

干潟（東京湾内）
※東京湾で唯一、自然のままの形を
残すひがたです。
対象 区内在住・在学の小学生５０名
程度（抽選・新規参加者優先）
費用 ８,０００円（全４回分・実費相当
額）
申込み ４月２２日（火）（必着）までに
往復ハガキ（９面参照）に学年を記
入し千代田区青少年委員会事務局
（〒１０２－８６８８九段南１－２－１こ
ども総務課内）へ。詳しくは、情

報コーナー（区役所２階）・出張
所・児童館などで配布するチラシ
をご覧ください。
千代田区青少年委員会・片岡

1０９０－３５７７－０１９６

「ひがた探検隊」参加者募集

と　き 内容（予定）

第１回（春） ５月１７日（土）

第２回（夏） ７月１９日（土）

第３回（秋） １０月１８日（土）

第４回（冬） 平成２1年２月
　　　　（日にちは未定）

ひがたで見られる生物を観察し、自然の恵みを
知ります。

船に乗って、潮干狩り、簾立て漁を体験し、取れた
魚を昼食にします。

遠浅の海、葦原、川の３点セットを観察します。

自分で海苔をすき、漁師さんが海上で食べる鉄
砲巻を作ってみます。

※原則全回出席。

す

あしはら

の り

だ

神田川船の会
１０組２０名を無料招待

区は、子育て支援事業の一環とし
て、東郷公園（三番町１８）の遊具を、
子どもの目線に立ち充実しました。

ターザンロープや岩登りなど児
童・幼児が一緒になって遊べる複合
遊具を新設し、人気のあるブラン

コ、ジャングルジム、砂場
などもリニューアル。冒険
心と躍動感のある楽しい遊
び場になりました。
ぜひ、一度遊びに来てく

ださい。
道路公園課都市施設主査

1５２１１－４２４３

ターザンロープや岩登りも

東郷公園の遊具リニューアル

電話またはファクシミリ（９面参照）に親
子の名前・赤ちゃんの生年月日を記入
しベビーマッサージ＆ベビーサイン教
室・矢島（1・6３２３８－９１２７）へ。

親子で船から江戸～東京の街巡りを
してみませんか。
とき ５月３１日（土）午前の部＝神田川・
日本橋川コース、９時集合・９時３０
分～１１時５０分ころ／午後の部＝神田
川・小名木川コース、１３時集合・１３
時２０分～１５時４０分
会場 東京水辺ライン（ＪＲ両国駅西

口徒歩３分・国技館前集合・解散）
対象 区内在住・在学の小学校１年生
～６年生（保護者同伴２名１組）各回
１０組２０名（抽選）
申込み ４月２５日（金）（必着）までに往復
ハガキ（９面参照）に児童・保護者の
必要事項、希望の部と「広報千代田
を見て」と記入し神田川船の会千代
田区募集係（〒１３５－００１６江東区東陽
２－２－２０東京ＹＭＣＡ東陽町コミュ
ニティセンター内1３６１５－５５６５）へ。
※天候・潮の干満により、コースを変更す
ることがあります。

※一般受付（大人３,３００円／小・中学生
２,２００円）も行います。

ベビーマッサージ＆
ベビーサイン体験会

ひと まち ふれあい 

区内の保育園では、子どもたちの
元気で健やかな成長を願って「ひな
まつり会」を行いました。
最初に、ひなまつりはどんなこと

をする日か、なぜ女の子のお祭りな
のかなど、ひなまつりの由来を保育
士が丁寧に説明。また、園児らが自
分たちの手で食品トレーなどをリサ
イクルして作った手作りひな人形を
披露。
園内に飾られた美しい段飾りを前

に、女の子も男の子も笑顔でひな人
形を眺めていました。
また、四番町保育園・飯田橋保育

園では、多くの園児が見守る中、年
長の園児が慣れない手つきで杵

き ね

を持

ち、臼
う す

のお餅
も ち

めがけて力いっぱいつ
いていました。周囲の園児は「ヨイ
ショヨイショ」と元気な掛け声で応
援していました。
ついたお餅は調理室で雑煮に。自

分たちでついたできたてのお餅を笑
顔でほおばり、みんなでひなまつり
を楽しんでいました。

保育園でひなまつり

３０分程度の絵本の読み聞かせです。
■千代田図書館1５２１１－４２８９
４月１７日（木）１１時～（乳幼児向

け）・１９日（土）１５時～（幼児以上向け）
■四番町図書館1３２３９－６３５７
４月２７日（日）１３時３０分～（幼児向

け）／１４時３０分～（児童向け）

赤ちゃんと保護者が絵本を通じて
心ふれあうひとときを持てるよう、
３・４か月時健診の際に絵本を差し上
げています。
健診に参加できなかった方にも絵

本のプレゼントとブックスタートの
お話をします。保健所からの再通知
ハガキと母子手帳を千代田図書館

１０階カウンターへお持ちください。

現在日本科学未来館で「エイリア
ン展」が開催されています。千代田
図書館でも「ｉｎ 千代田図書館」と
してこの展示を９階展示ウォールで
紹介しています（９面参照）。
「エイリアン展」を２倍楽しむた

めに「予習＆ツアー」イベントに参
加しませんか。
①千代田図書館で予習
日本科学未来館の科学コミュニケ

ーターが「エイリアン展」の見どこ
ろや「宇宙」「地球外生命体」の話
をします。興味があるテーマは、本で
詳しくチェック。司書のブックトーク
で、読みたくなる本に出会えます。
４月１２日（土）１３時～１４時、千代田図

書館子ども室（区役所１０階）
②日本科学未来館でガイドツアー
日本科学未来館では、ガイドツア

ーで「エイリアン展」の理解を深め
ていただきます。参加した小学生に
エイリアンの金太郎飴

あ め

をプレゼント
します。
４月２６日（土）１０時１０分～１０時３０分

（１０時現地集合・ツアー後自由解
散・館内自由見学）、日本科学未来
館（江東区青海２－４１）

―いずれも―
区立図書館の利用登録をし①②の

両日とも参加できる小学生２０名（申
込順・保護者の同伴可）、参加費
（日本科学未来館入場料）＝子ども
１５０円／大人８００円、平日１０時～１８時
に電話または直接千代田図書館１０階
カウンター（区役所１０階1５２１１－
４２８９）へ。

図 書 館 へ 行 こ う

予習とツアーで2倍楽しむ
「エイリアン展」

はじめて絵本にふれる
「ブックスタート」

おはなし会

自分で作った
海苔だよ
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館　　名

相田みつを美術館

神 田 明 神 資 料 館

出 光 美 術 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国 立 公 文 書 館

相田みつをは未来に生きる子どもたちをどう見ていたのか。そのま
なざしに触れる絶好の機会です。ぜひ親子でご覧ください。

１７世紀後期に生まれた柿右衛門と鍋島は、日本の色絵磁器史上の金字塔です。出光コレ
クションを中心に特別出品の名品も交え、肥前磁器の精華をご覧いただきます。

江戸から明治にかけて日本人はどのような病を体験し、医療の改善
に努めたか。多彩な古書と公文書でその歴史を辿ります。

技術を極め「光と闇」のテーマを追求し尽くした横須賀さ
んの作品約７０点（すべてモノクロ）を展示。

祭礼の宝庫・江戸、特に神田祭を中心に祭礼に関する錦絵や古写真等の資料
を展示。江戸・東京の祭礼の賑やかな雰囲気を楽しんでください。

日本画、洋画、写真などさまざまな富士の作品を並べ、明治、大正、
昭和にかけて富士がどのように表現されてきたのかを紹介します。

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在
職の表彰決議が行われる。戦後表彰された議員を順次紹介。

８００円 1６２１２－３２００

1３２５４－０７５３

主に企画展・特別展を掲載しています

1３２３４－７８２１

～４/２０（日）（前期）、
４/２６（土）～５/２５（日）（中期）

～６/８（日）

～４/２４（木）

～４/２７（日）

～４/２９（祝）

～７/２７（日）

～４/１３（日）

～６/１（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

１,０００円

1５２０８－１０６３

無料

無料

無料
（常設展示室
は有料）

３００円

1３２１４－０６２１

1３２６１－０３００

無料

無料

無料 1３５８１－１６５１

1５７７７－８６００

月・金

日・祝

平日

月

４/２５・３０

月
４/２１・２８、
祝日は開館

祝日は開館

祝日は開館

５/５は開館
月

月

昭 和 館

千 秋 文 庫

大丸ミュージアム・
東 京

戦傷病者が自らの受傷病の体験を描いた絵はその労苦を伝える貴重な資料です。本展
では、ある戦傷病者の記憶をたよりに、戦後一日一枚に想いをこめて描いた絵を展示。

戦前のアムステルダム大会から、戦後の東京大会までを通して、
戦争とオリンピック、日本人メダリストの活躍を紹介します。

～４/１０（木）

８００円

４００円

1３２１２－８０１１

1３２２２－２５７７

1３２６１－００７５

みんなほんもの―相田みつを・子
どもへのまなざし―

富士―山を写し、山に想う―

病と医療―江戸から明治へ―

江戸の祭礼と神田祭

横須賀功光作品展 
「光と闇を極めた写真術」

一日一枚に想いを託して 
～絵が語る戦傷病者の労苦～

「模写絵・茶道資料」展

永年在職表彰元議員肖像画展Ⅰ

中右コレクション 四大浮世絵師展
～写楽、歌麿、北斎、広重～

オリンピック　栄光とその影に～アム
ステルダム大会から東京大会まで～

柿右衛門と鍋島
―肥前磁器の精華―

衆議院憲政記念館

ＪＣＩＩフォトサロン

し ょ う け い 館  

※

月
※

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

（ハローダイヤル）

～４/１６（水）

４/２４（木）～５/１２（月）

秋田藩主、佐竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写絵の中から今
回は日本画を中心に展示。併せて佐竹家に伝わる茶道資料も展示します。

浮世絵収集家・中右瑛さんの膨大なコレクションから２０点の写楽の貴重な作品を
始め、歌麿、北斎、広重など四大浮世絵師の肉筆画を含む１７０余点を一堂に展観。

逓 信 総 合 博 物 館

東京国立近代美術館

東京国立近代美術館
工 芸 館

Ｎａｔｕｒｅ Ｉｎｆｏ Ｐｌａｚａ
丸の内さえずり館

山 種 美 術 館

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

国立演芸場展示室

イタリア文化会館

日本カメラ博物館

明 治 大 学 博 物 館

ニューオータニ美術館

「全日本切手展２００８」＆ 
「手紙ってドキドキ展」

棚田ネットワーク 「棚田～知ろ
う、食べよう、行ってみよう！」

ペトリ、ミランダ、ヤシカ・・・ 
今はなき昭和のカメラ

所蔵作品展 
近代工芸の名品―花と人形

魅せられる・・・今、注目される日本
の陶芸展

お帰りなさい！駿河台へ 
小栗上野介企画展

桜さくらサクラ・２００８
～桜の名所・ものがたり～

落語と歌舞伎

「フェデリーコ・ダ・モンテフェルトロ
公の小書斎（ストゥディオーロ）」展

能楽と歌舞伎

生誕１００年　東山魁夷展

～４/３０（水）

４/１８（金）～２０（日）

～５/１８（日）

～５/１１（日）

～４/２７（日）

～５/１１（日）

～４/２０（日）

～５/１８（日）

～５/２５（日）

～６/２０（金）

～４/２０（日）

日・祝・
４/２８

（企画展の
み休み）

４/１４

４/１４

４/１４、
５/１

月

月

祝日は開館

４/７・１４・
２１、５/１２

４/２８・５/５は
開館

月

月
※

４/２１・２３
～２５・２８
・３０

郵便切手収集趣味の普及と手紙文化の振興を図るため、全国に呼びかけ集まった切
手コレクションを展示します。そのほか国際文通の展示やワークショップも開催します。

初期から戦後まもなくの《残照》《道》、後年の唐招提寺御影堂障壁画などに
至る代表作とスケッチ等全１５４点で東山魁夷の芸術の本質に迫ります。

日本のカメラ産業に寄与した昭和のカメラをブランド別に展示。４／２６（土）に萩谷
剛さん（「カメラレビュークラシックカメラ専科」元編集長）の講演会があります。

日本を代表する女性陶芸家たちの多彩な作品約８０点を「伝統美から新しさを」「風景・
情景」「土との対話から」「驚きのやきもの」「自然からの力」の５章に分けて展観。

花をテーマにした壷や鉢、花瓶などと国内外の人形作家の作品を展示。豊かな自
然風土や身近な人の美しさ、愛らしさを表現した作品の数々をご覧ください。

日本の農村文化の土台をつくってきた棚田。「緑のダム」機能や、多様な生物が生息する
環境としての役割を紹介するほか、写真家・青柳健二氏の作品も多数展示します。

小栗上野介は駿河台に生まれ、１８６０年遣米使節の目付役として渡米。その後徳川
幕府の要職に就き、日本の近代化に奔走しました。彼の遺品などを展示します。

「名所の桜」と「桜のものがたり」を切り口に約５０点の作品を紹介。作品に込めら
れた思いなどを通し新たな視点でさまざまな桜作品の良さをお楽しみください。

能楽と歌舞伎のそれぞれの表現方法を「能取物」と呼ばれる演目を通して紹介。４
／２６（土）に山田庄一さんの関連講座「能楽と歌舞伎の魅力」があります。

淀五郎、中村仲蔵、初音の鼓など歌舞伎に典拠を取った演目や怪談牡丹
燈籠など落語から歌舞伎になった演目を通して両者の交流に迫ります。

１５世紀イタリアのフェデリーコ・ダ・モンテフェルトロ公の小書斎を高精度な複製で
再現。聖書の複製や陶器なども展示。ルネサンス文化を体験するチャンスです。

無料

１，３００円

７００円

８００円

２００円

３００円

無料

無料

無料

無料

500円

1３２４４－６８１１

1３２３９－５９１１

1３２８３－３５３６

1３２６３－７１１０

1３２２１－４１１１

1３２９６－４４４８

1５７７７－８６００

13264－6011

1３２６５－７４１１

1３２６５－７４１１

（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

春春のの千千代代田田区区交交通通安安全全運運動動
４月６日（日）～１５日（火）

やさしさが 走
は し

るこの街
ま ち

この道路
ど う ろ

交通事故防止を願い、交通安全運
動を行います。一人ひとりが、交通の
安全を考え、交通ルールの遵守と正
しい交通マナーを習慣づけましょう。
運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点
①すべての座席のシートベルトとチ
ャイルドシートの正しい着用の徹
底

②自転車の安全利用の推進
③飲酒運転の根絶
④二輪車の交通事故防止

（区）道路公園課事業調整主査
1５２１１－４２３９

町警察署　　　 1３２３４－０１１０
丸の内警察署　　 1３２１３－０１１０
神田警察署　　　 1３２９５－０１１０
万世橋警察署　　 1３２５７－０１１０

講座講習会バウチャー制度

区内の大学やカルチャーセンターな

どで講座や講習会を受講した場合に、

受講料の一部を補助します。４月１０日

（木）から申請ガイドブック（前期）を配布

します。詳しくは、ガイドブックまた

はホームページをご覧ください。

対象 区内在住者

補助額 受講料の２分の１（年間１０,０００

円まで。１,０００円未満の端数切捨て）

ガイドブックの配布場所 九段生涯学

習館（九段南１－５－１０）、情報コーナ

ー（区役所２階）、出張所等の区立施

設と対象講座の行われる民間学習機

関

対象講座 次の民間学習機関で開催さ

れる講座・講習会

・アテネ・フランセ

・イタリア文化会館

・ABCクッキングスタジオ

・NHK学園大手町オープンスクール

・科学技術館パソコン道場

・神田アクアビクスプール・江戸遊

・神田外語キッズクラブ

・神田塾／神田外語学院

・共立アカデミー

・ゲオフィットネス神田

・首都大学東京オープンユニバーシティ

・駿台STCスクール

・小学館アカデミー

・城西エクステンション・プログラム

・ソフィア・コミュニティ・カレッジ

（上智大学公開講座）

・東京會舘クッキングスクール

・東京理科大学生涯学習センター

・中央大学クレセントアカデミー

・二松學舍大学エクステンションカレ

ッジ

・日テレ学院

・日本健康太極拳協会

・日本大学総合生涯学習センター

・ハルスポーツビレッジ

・法政大学エクステンション・カレッ

ジ

・ホームメイド協会

・毎日文化センター

・明治大学リバティアカデミー

・LEC東京リーガルマインド大学

九段生涯学習館　　 1３２３４―２８４１

http://www.kudan-ll（エルエル）.

info/seido/voucher

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

区民の受講料を補助

７月から都内の自販機でのたばこ
の購入は「taspo」（タスポ）が必
要になります。
このＩＣカードの申込書は、たば

こ販売店店頭などで入手できます。
発行手数料、年会費は無料です。詳
しくは、taspoのフリーダイヤルま
たはホームページへ。

taspoダイヤル7０１２０－２２２－１８０
（月～金の９時～１７時）
http://www.taspo.jp

自販機でのたばこ購入はＩＣカードが必要に
未成年者喫煙防止のため



職種 Ⅰ類（事務・土木造園・建築・
機械・電気・福祉・衛生監視・保健
師）
試験日 ５月１１日（日）（第１次）
申込み ４月１０日（木）（消印有効）までに
郵送で特別区人事委員会へ。
※インターネットや特別区人事委員会
事務局・区役所の窓口でも受け付け
ます。詳しくは、情報コーナー（区
役所２階）で配布している採用試験
案内をご覧ください。
特別区人事委員会事務局任用課採用

係　　　　　　　　　 1５２１０－９７８７
http://www.tokyo23city.or.jp

（区）人事担当課　　 1５２１１－４１５０

勤務内容 消費生活相談・啓発業務等
募集人員 １名
募集条件 「消費生活専門相談員」「消
費生活アドバイザー」「消費生活コ
ンサルタント」のいずれかの資格を
持ち、パソコン操作のできる方
採用予定日 ５月１日（木）以降
雇用期間 １年間（年度単位）
※平成２０年度は平成２１年３月３１日まで。
※更新の場合あり。
勤務場所 区民商工課（区役所２階）
勤務条件 週３日程度で月１５日以内の
平日９時３０分～１６時３０分（６時間）／日
額＝１２,０００円（交通費を含む）
応募方法 ①履歴書②消費生活専門相
談員等の証明書の写し③「消費生活
相談員としてどのように業務に取り
組んで行くか」を８００字程度で書いた
原稿用紙を直接または電話連絡の
上、郵送で区民商工課（〒１０２－８６８８
九段南１－２－１区役所２階）へ。
※応募書類は返却しません。
応募締切 ４月１５日（火）（必着）
選考方法 書類選考後、面接試験
区民商工課商工観光係1５２１１－４１８５

お台場の日本科学未来館で６月１６日
（月）まで開催中の企画展「エイリアン展」
を紹介します。生命科学の本やエイリ

アンが登場するSF作品をご覧いただ
けます。
６月中旬まで（予定）、図書館展示ウ

ォール（区役所９階）
※展示に関連した小学生向けのイベン
トも行います。詳しくは、７面をご
覧ください。
千代田図書館　　　 1５２１１－４２８９

４月１日（火）から、ごみ処理券の担
当窓口が環境推進課（区役所５階）から
千代田清掃事務所（外神田１－１－６）
に変わりました。
千代田清掃事務所　 1３２５１－０５６６

保健所で実施している次の試験検査
料が４月から４４０円になります。
微生物学的検査
・細菌培養同定検査（赤痢、腸チフス、
パラチフス、サルモネラ、Ｏ１５７）
・細菌培養同定検査（その他の病原菌）
生活衛生課検査主査　1３２９１－３６５６

区内在住で過去に肝炎ウイルス検査
を受けていない方に緊急肝炎ウイルス
検査を実施しています（平成２１年３月３１
日まで）。
対象 ２０歳以上３９歳以下の方／４０歳以
上で肝炎ウイルス検査を受診する機
会がない方
希望者は、電話で健康推進課保健予

防係（1３２９１－３６５４）へ。

■納付免除（猶予）の保険料は追納でき
ます
保険料免除（猶予）の承認を受けた期

間は、年金の受給資格期間に含まれま
すが、保険料を納付した場合と比べて
受給額が減額されます。
１０年以内のこの期間は、保険料をさ
かのぼって納めることができます。
なお、平成１７年度以前の期間につい

て追納する場合は、経過した期間によ
って支払う保険料額が増えます。
千代田社会保険事務所1３２６５－４３８６

■国民年金基金に加入しませんか
国民年金基金は、自営業や自由業な

どで国民年金に加入している方が、よ
り充実した年金を受けられるように、
任意で加入できる公的な年金制度で
す。
加入できる方 ２０歳から６０歳までの国

（9）No. 1229 20.4.5

消費生活相談員（非常勤）の募集

飼い犬の登録と狂犬病予防注射を
生後９１日以上の飼い犬は、毎年１

回狂犬病予防注射を接種することと
飼い始めて３０日以内に登録すること
が法律で義務付けられています。老
犬や病気等で接種ができない場合は
お問い合わせください。
費用（１頭につき） 予防注射３,５５０円
（注射３,０００円／注射済票５５０円）／
犬の登録３,０００円（新たな犬を飼い
始めた方や未登録の方）
■飼い犬の登録・狂犬病予防注射の
日程
次の会場で登録と予防接種を行い

ます。
とき・会場
・４月１５日（火）いきいきプラザ一番町
（一番町１２）
・４月１６日（水）千代田動物病院（飯田
橋４－３－４東京大神宮隣）
・４月１７日（木）和泉橋出張所（神田佐
久間町1－１１）
・４月1８日（金）千代田保健所（神田錦
町３－１０）
※いずれも１４時～１５時（雨天実施）

※会場に来られない方は、動物病院
で予防注射を受けた後、保健所、
出張所または総合窓口課（区役所
２階）に注射済証の写しを提出し
てください。
■飼い主のいない猫の去勢・不妊手
術費助成
去勢・不妊手術を行う方に手術費

用を助成します。
また、飼い主のいない猫を手術の

ために保護する場合にトラップケー
ジ（捕獲器）を貸し出します。希望者
は電話でお申し込みください。
助成限度額（１頭につき） 去勢手術
（オス）１７,０００円／不妊手術（メス）
２０,０００円（妊娠中は２５,０００円）

※この助成は、年度途中でも助成予
定額に達した時点で終了します。
■普及員の募集
飼い主のいない猫の確認や普及啓

発を行う普及員（区内在住者）の募集
も行っています。
生活衛生課生活衛生係

1３２９１－３６４３

平成２０年度 特別区(東京２３区)
職員の採用試験

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入。
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合。
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号も記入。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、
詳しくは、主催者へお問い合わせください。

個人情報について

「エイリアン展」in 千代田図書館

民年金第１号被保険者（保険料を免
除、猶予されている方を除く）
種類　「終身年金」と「確定年金」が
あります。受給額は掛金によって異
なります。
掛金 月額６８,０００円を上限に加入口数
を選べます。
なお、納めた掛金は、全額が社会保

険料控除の対象になり、所得税などが
軽減されます。
（都）国民年金基金　　 1５２８５－８８００

7０１２０－６５－４１９２

■都税の口座振替の問合せ先が変更に
４月から都税の口座振替に関する問

合せ先が変更になりました。口座振替
の新規申込みや変更・停止などは、（都）
主税局徴収部納税推進課口座振替係
（1５９１２－７５２０）にお問い合わせくださ
い。
※住所変更の連絡や課税内容の問合せ
は、所管の都税事務所へ。
千代田都税事務所　　1３２５２－７１４１

■都主税局不動産公売のお知らせ
４月８日（火）に、不動産を入札で公売

します。詳しくは、（都）主税局ホーム
ページをご覧いただくか、主税局徴収部
公売係（1５３８８－３０２７ ht tp : / /
www.tax.metro.tokyo.jp）へお問い合
わせください。

税　　金

ごみ処理券の担当窓口が変わります

試験検査料が変更に

都は、８月から大気汚染医療費助
成の対象を次のとおり拡大します。
対象 １８歳以上で次の条件をすべて
満たす方
①引続き１年以上都内に住所を有す
る
②現に気管支ぜん息である
③健康保険等に加入している
④申請日以降喫煙していない
助成内容 気管支ぜん息の保険診療
の自己負担分を助成（申請に要す
る費用や入院時の食事療養標準負
担額などは対象外）
事前受付期間 ５月１日（木）～７月３１
日（木）
受付場所 千代田保健所（神田錦町
３－１０）、総合窓口課（区役所２
階）、出張所
※事前受付期間後は、千代田保健所

で受け付けます。
助成期間 申請日（事前申請を行っ
た方は８月１日）から２年を経過
した日以降の直近の誕生月の末日
まで（更新可能）
申請書類等 ①認定申請書②主治医
診療報告書③住民票の写し④健康
保険証等の写し（高齢受給者証を
お持ちの方はその写しも添えて提
出）⑤健康・生活環境に関する質
問票
※必要書類は受付場所で配布してい
ます。
健康推進課大気汚染医療費助成担

当　　　　　　　　 1３２９１－３６４１
東京都ホームページ

http://www.fukushihoken.
metro.tokyo.jp/kankyo/kankyo_eisei/

taiki/iryouhi/index.html

大気汚染医療費助成制度を拡大します

5月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

国民年金

肝炎ウイルス検査の受診を



４月１８日＝スポーツセンター（内神
田２－１－８）、６月６日・７月４日＝九段
生涯学習館（九段南１－５－１０）、いず
れも金曜１９時～、区内在住・在勤者、
費用＝１回２００円、指導＝千代田区民
踊連盟、当日直接会場へ。
文化スポーツ課　　　1５２１１－３６２７

成人式のテーマやアトラクションを
企画しませんか。一生に一度しかない
成人式をより思い出深いものにしまし
ょう。
対象 昭和６３年４月２日～平成元年４
月１日生まれの区内在住者１０名程度
※１８時３０分から２時間程度の会議に出

席できる方。第１回企画運営委員会
は５月上旬を予定（毎月1回程度実
施）。
申込み ４月２８日（月）（必着）までにハガ
キ・ファクシミリまたはＥメール
（９面参照）で文化スポーツ課（〒
１０２－８６８８九段南１－２－１1５２１１－
３６２８ 6３２６４－７９８９ ○
bunkasupotsu@city.chiyoda.lg.jp）
へ。

基本作法や視点の設定など小説の書
き方を学びます。
５月１４日＝「小説における〔視点〕
の問題」羽鳥好之さん（文藝春秋文藝
部長）／５月２１日＝「小説の基本作法」
盛田隆二さん（作家）／５月２８日＝「わ
かりやすい小説・わかりにくい小説」
小池昌代さん（作家）、いずれも水曜１８
時３０分～２０時３０分、４０１会議室（区役
所４階）、定員４０名（抽選）、参加費＝
１,５００円、４月２５日（金）までにハガキま
たはファクシミリ（１人1枚・９面参照）
で文化スポーツ課（〒１０２－８６８８九段
南１－２－１1５２１１－３６２７6３２６４－
７９８９）へ。

関節症の予防をテーマに、水中運動
の講義とプールでの体験会を行いま
す。
第１回「関節症と水中運動」＝５月１２

日（月）／第２回「ダイエットと水中運
動」＝５月２６日（月）、いずれも９時３０分
～１０時３０分＝講義とトレーニング
法／１０時４５分～１１時４５分＝プール水
中整体体験（プール見学可）、スポーツ
センター、２０歳以上の区内在住・在勤
者各回２０名（抽選）、費用＝１,２００円
（各回）、講師＝岡田勝さん（日本アク
アプラクティック協会代表）、第1回は
５月1日（木）・第２回は５月２０日（火）までに
往復ハガキ（９面参照・１人１枚）に希
望の教室名（両方申込可）を記入しスポ
ーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－
８1３２５６－８４４４）へ。

ヨガとピラティスで身体の中から美
しく引き締めましょう。
５月２６日～７月７日の毎週月曜１９時

～２０時（６月１６日を除く全６回）、スポ

No. 1229 20.4.5（10）区役所の代表電話　3264ー2111

☆千代田区コールセンター（年中無休・8時～21時）13264－3910
サンキューイーワ

☆

ーツセンター、１６歳以上の方３０名（抽
選）、費用＝区内在住者２,５００円／区外
２,８００円（すぽすたちよだ会員＝区内
在住者２,０００円／区外２,３００円）、指
導＝清水美子さん（スポーツセンタ
ー・スタジオインストラクター）、５月９
日（金）（必着）までに往復ハガキ（１人１
枚・９面参照）に性別を記入しスポーツ
センター（〒１０１－００４７内神田２－１－８1
３２５６－８４４４）へ。

新体力テストで、皆さんの体力を体
育指導委員が判定します。
対象 おおむね３０名以上のグループ

（町会など）
内容 ２０～６４歳の方＝握力、上体起こ
し、長座体前屈、反復横とび、２０ｍシ
ャトルラン（往復持久走）、立ち幅跳
び／６５歳～７９歳の方＝握力、上体起
こし、長座体前屈、開眼片足立ち、
１０ｍ障害物歩行、６分間走、ＡＤＬ（日
常生活活動調査）
申込み 希望日の１か月前までに電話
またはファクシミリ（９面参照）で文
化スポーツ課（1５２１１－３６２７6３２６４－
７９８９）へ。
※申込みは随時受付。会場はご相談く
ださい。

はじめてのヨガ＆ピラティス

「成人の日のつどい」
企画運営委員募集

平成２０年度に九段生涯学習館で開催
する生涯学習講座の企画案を募集しま
す。また、説明会を次の日程で開催し
ます。
■説明会
とき ４月１２日(土)１０時３０分～１２時／１６
日(水)１９時～２０時３０分／２４日(木)１９時
３０分～２１時
会場　九段生涯学習館
申込み　電話またはホームページで九段

生涯学習館（九段南１－５－１０1

３２３４－２８４１　 http://www.kudan-
ll〈エルエル〉.info）へ。

■企画案の募集
下図表のとおりです。
企画案の募集要項と申込書は、説明

会で配布します。説明会に出席できな
い方は電話で九段生涯学習館へお問い
合わせください。

おとなの寺子屋 新しい女・平塚らいてう

おとなの寺子屋は、４月から、新
シリーズ「千代田の輝ける女性たち」
（連続５回講座）と題して、千代田
ゆかりの女性たちを取り上げます。
第１回は「元始、女性は太陽であっ
た」と高らかに歌い上げた新しい女
「平塚らいてう（らいちょう）」です。
平塚らいてうの存在とその背景にな

った時代を、女性史研究家の江刺
え さ し

昭
あ き

子
こ

さんがお話しします。
４月２２日（火）１８時３０分～１９時３０

分、グランドアーク半蔵門（隼町
１－１）、定員４０名（申込順）、電話で
千代田区文化芸術協会1５２１４－
１００７へ。

民踊講習会

小説講座

生涯学習講座の企画案募集と説明会

人材バンク活用講座

応 　 募
できる人

開講回数

開講期間

会 場

助 成

提出期限

選 考

受講対象者

生涯学習人材バンク登録者と登
録希望者

９０分程度の講座を１～３回

８月～平成２１年３月まで

区内在住・在勤・在学者

九段生涯学習館、スポーツセンターなど

講師謝礼として
1回につき1万円

５月８日（木）（必着）
企画書を書類選考の後、面談で決定します

５月２７日（火）（必着）

講師謝礼として
1回につき2万円（限度額）

９月～平成２１年３月まで

９０分程度の講座を３～５回

区内在住・在学・在勤者5名以上
で構成されるグループ

区民自主企画運営講座

３月１９日、番町小学校の４年生１０２名が、
学校の近くの五番町児童遊園などで、さくら
に親しみながら知識を深めるため花数調査を
行いました。
児童たちは、樹木医（ＮＰＯ法人東京樹木医

プロジェクト所属）から、さくらの木の見方
や生育環境などの説明を受けた後、ピンセッ
トや虫眼鏡を使ってさくらのつぼみの中にあ
る花びらの数を熱心に調べていました。
児童は「つぼみの中を調

べたのは初めてです。つぼ
みの中にいくつも花があっ
て、神秘的な感じがしまし
た」「今年もたくさんのさ
くらの花を咲かせて私たち
を楽しませて欲しいです」
と笑顔で話してくれまし
た。

みんなで調べた花芽と花数 さくらの健康診断

水中健康セミナー

体力測定会

▲民踊連盟の皆さん（納涼民踊の集い）

文化芸術を担う子どもたちを育成
するため、区内で日常的に子どもた
ちの育成活動を行っている団体に事
業経費を助成します。審査の結果、
承認された団体に助成金を交付しま
す。
対象分野 音楽・美術・茶道・華
道・舞踊・囲碁・将棋などの文化
芸術
対象 次の要件をすべて満たす団体
①区内在住・在学の子どもを募集
し、区内に活動拠点を持って、子
どもたちの文化芸術に関する
育成活動を行っている。
②年間を通じて活動している。
③非営利団体である。
④宗教または政治活動を目的と
する団体でない。
⑤活動の成果を区内で発表する
機会がある。
⑥指導体制が確立し、年間の事

業計画に基づき活動をしている。
⑦他の公的助成を受けていない。
※当事業助成を３年間受けた団体は
除きます。
対象期間 平成２１年３月３１日まで
助成額 事業経費の２分の１（限度額
３０万円）
申込み ５月３０日（金）までに所定の申
込書（千代田区文化芸術協会で配
布）を直接協会（九段南１－５－１０
九段生涯学習館内1５２１４－１００７）
へ。

文化芸術担う子どもの育成活動に助成

ひと まち ふれあい 




